
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「え！」が「お～」⇒
で

 もっといいの！ 
先日、素敵なメダルを作っている６年生の子たちがいました。何のための

メダルか尋ねたところ、「全校の友だちのお誕生日のプレゼントです」と教

えてくれました。「え！全校分なの？」と驚きましたが、「お～さすが６年

生！」と感心しました。「仲間と共に、もっと笑顔になろう！」と行動する

ところが、飯野小学校の自慢です。 

さて、明日からの夏休みは、普段できないような「学び」をしてほしいと思っています。

飯野小学校の先生たちは、この夏休みの機会に、みんなで学んでみようと思っていることが

あります。それは、「プログラミング」です。 

では、今からプログラミングを使って、ドローンを飛ばしてみま

す。 ・・・（実演）・・・ このドローンは、コンピューターからの

命令で飛んでいます。人間によるリモコン操作で飛んでいないので、

リモコンの操作に慣れていなくても、だれでも正確に飛ばすことが

できます。ドローンも、「もう疲れたから、飛びたくありません」と、

自分から飛ぶことをやめることはしません。ですから、このまま何

もしなければ、このドローンは充電が切れたり、壊れたりするまで

ずっと飛び続けます。でも、壊れてしまったら、もう飛ばして楽し

むことはできなくなります。何とかしたいですよね。そこで、コンピューターから、「飛ぶ

ことをやめる」という命令をドローンに送ります。こうした命令がプログラミングです。今、

飛ばしているようなドローンの数は限られていますが、かわいいクマみたいな形の段ボール

ロボットをいくつか用意して、９・１０月くらいから、みんなでプログラミングに挑戦する

プロジェクトをスタートしたいと思っています。このプロジェクトのテーマは、「プログラ

ミングで、仲間と共に、もっと笑顔になろう！」です。時には、「え！」と驚いたり、困っ

たりしたりすることがあるかもしれません。そんな時も、仲間と共に力を合わせて、「お～、

うまくいったねー」と、乗り越えていきたですね。 

明日から始まる長い夏休み、困ったことや心配なことがあったら、大人に

相談してください。みなさんのことを守ってくれる大人は大勢います。「叱

られるから…」、「がっかりさせたくないから…」と一人で悩まないで、勇気

をもって相談できる（ＳＯＳが言える）みなさんでいてください。 

健康で事故なく過ごして、９月１日（金）、元気に笑顔で会いましょう。        

（７月２０日 夏休み前集会より） 
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